
 

 

道路運送車両の保安基準の細目を定める告示の一部を改正する告示等について 

（概要） 

 

１．背景 

我が国は、大気環境の保全及び省エネルギー対策の推進のため、道路運送車

両法（昭和 26 年法律第 185 号）及びエネルギーの使用の合理化等に関する法

律（昭和 54 年法律第 49 号）に基づき、我が国独自の排出ガス・燃費試験法で

あるJC08モード法により自動車の排出ガス規制及び燃費規制を行ってきたと

ころであるが、平成 26 年 3 月、国連自動車基準調和世界フォーラム（WP29）

において、「乗用車等の国際調和排出ガス・燃費試験法(WLTP）」が成立した。 

これを受け、中央環境審議会大気・騒音振動部会及び総合資源エネルギー調

査会省エネルギー・新エネルギー分科会省エネルギー小委員会自動車判断基

準ワーキンググループ・交通政策審議会陸上交通分科会自動車部会自動車燃

費基準小委員会合同会議において、試験法の国際調和を進める観点から、我が

国における排出ガス規制及び燃費規制に WLTP を導入することが提言された。 

上記のことから、道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平成 14 年

国土交通省告示第 619 号）、乗用自動車のエネルギー消費性能の向上に関す

るエネルギー消費機器等製造事業者等の判断の基準等（平成25年経済産業省・

国土交通省告示第２号）、貨物自動車のエネルギー消費性能の向上に関するエ

ネルギー消費機器等製造事業者等の判断の基準等（平成 27 年経済産業省・国

土交通省告示第１号）等の一部を改正することとした。 

 

２．改正概要等 

○ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示 

 WLTP に関する試験法及び規制値を新たに規定する。 

 既存の JC08 モードによる試験法及び規制値に替えて、WLTP による試験

法及び規制値を適用することを可能とする。 

 

○ 乗用自動車のエネルギー消費性能の向上に関するエネルギー消費機器等製

造事業者等の判断の基準等 

 乗用自動車の燃費基準達成判定について、既存の JC08 モードによる試

験法に替えて、WLTP による試験法により判定することを可能とする。 

 WLTP による試験法により燃費値を算定した場合は、当該値を表示しなけ

ればならないこととする。 

別紙 



 

○ 貨物自動車のエネルギー消費性能の向上に関するエネルギー消費機器等製

造事業者等の判断の基準等 

 貨物自動車の燃費基準達成判定について、既存の JC08 モードによる試

験法に替えて、WLTP による試験法により判定することを可能とする。 

 WLTP による試験法により燃費値を算定した場合は、当該値を表示しなけ

ればならないこととする。 

 

○ 乗用自動車等エネルギー消費効率相当値算定実施要領（新設） 

 乗用自動車及び貨物自動車の燃費値の算定について、既存の JC08 モー

ドに加え、WLTP により算定を行う場合の申請方法等について規定する。 

 

・その他下記告示について所要の改正を行う。 

○ 自動車型式指定規則第三条第一項の規定による独立行政法人自動車技術総

合機構に提示する自動車に係る走行の要件並びに同条第四項に規定する国土

交通大臣が定める自動車及び国土交通大臣が定める書面（昭和 58 年運輸省告

示第 331 号） 

○ 自動車の燃費性能の評価及び公表に関する実施要領（平成 16 年国土交通省

告示第 61 号） 

○ 自動車のエネルギー消費効率の算定等に関する省令に規定する国土交通大

臣が告示で定める方法（平成 18 年国土交通省告示第 350 号） 

○ 特定改造自動車のエネルギー消費効率相当値の算定実施要領（平成 21 年国

土交通省告示第 933 号） 

 

 


